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令和 7年度の事業報告と決算
令和7年度の事業報告

令和８年７月８日（水）開催の「令和
８年度第一回理事会」において、令和
７年度の事業報告及び収支決算が承認
されました。その概要をお知らせしま
す。

		Ⅰ　文化振興事業
（1）機関誌の発行
「中央区文化・国際交流振興協会だより」
を発行しました。
部 数： 5,500 部　A4 判８ページ
発行回数：年２回（令和７年７月―第
83 号、同年 12 月―第 84 号）
（2）ホームページの運営
協会ホームページにて、協会の事業内
容やイベント案内等の最新情
報を提供し、協会に対する理
解と参加の促進を図りました。
URL：https://www.chuo-ci.jp/
（3）コンサートの開催
音楽の楽しさに触れられる機会として
コンサートを開催し、音楽文化への理
解を図りました。
日 時：  令和７年９月５日（金） 

午後６時 30 分開演
会 場： 銀座ブロッサムホール　　

( 中央区立中央会館 ) 
内 容： 村治佳織＆村治奏一　　　

ギター・デュオコンサート
出 演 者：村

む ら じ

治 佳
か お り

織、村
む ら じ

治 奏
そういち

一
入場者数： 753 名
参 加 費： 2,000 円

（4）文化講座の開催
中央区にゆかりのある文化や歴史等か
らテーマを設定し、その理解を深める
ため、専門家による講話等で構成する
連続講座を開催しました。
令和７年度は、区内の服飾専門学校や
呉服専門店等の協力のもと、「日本の心
を未来につなぐ　和服の魅力」をテー
マに、和服の歴史や種類、現代の装い
としての楽しみ方や新たな着こなしな
どを学ぶ講座を実施しました。
第１回
日 時：��令和７年 10 月２日（木）  

午後６時 45 分開演
内 容： 「日本の服装の変遷　時代

で読み解く“着る物”の
世界」

講 師： 東京ファッション専門学
校　講師 / きものアドバ
イザー　石

いしかわ

河 由
ゆ み

美氏
第２回
日 時：���令和７年 10 月９日（木） 

午後６時 45 分開演

内 容： 「銀座から発信する 染織
の魅力」

講 師： 株式会社銀座もとじ　　
代 表 取 締 役 会 長　　　
泉
も と じ

二 弘
こう

明
めい

氏
第3回
日 時： 令和７年 10 月 23 日（木）
  午後６時 45 分開演
内 容： 「古写真から探る　実践に

活かせる　きもののコー
ディネート今昔」

講 師： 株式会社スタジオ　　　
アレコレ / 月刊アレコレ

　　　　　代表取締役・編集　　　
細
ほ そ の

野 美
み や こ

也子氏
会 場  ： 本の森ちゅうおう　　　　

多目的ホール
参加者数 ：延 182 名
参 加 費 ：無料

（5）特別文化講演会の開催
展覧会・美術展に関連した講演会を
NHK との共催により開催し、幅広く
文化意識の向上を図りました。
第１回
日 時： 令和７年５月２日（金） 

午後６時 50 分開演
会 場： 日本橋社会教育会館ホール
演　　題： 蔦屋重三郎と江戸の浮世

絵　～特別展「蔦屋重三
郎　コンテンツビジネス
の風雲児」の見どころ～

講 師： 東京国立博物館　学芸研
究部調査研究課　絵画・
彫刻室研究員  
村
む ら せ

瀬 可
か な

奈氏 
参加者数：167 名
参 加 費：無料
第2回
日 時： 令和７年８月６日（水）
  午後６時 40 分開演
会 場：日本橋社会教育会館ホール
演　　題： 深宇宙展がひらく未来への

扉－監修者とめぐる見どこ
ろと宇宙開発の未来像

講 師： 宇宙開発エバンジェリスト
戸
と か じ

梶 步
あゆむ

氏　 
参 加 者：166 名
参 加 費：無料
第3回
日 時： 令和７年 10 月３日（金） 

午後６時 30 分開演
会 場：日本橋社会教育会館ホール
演　　題：  「ゴッホ展　家族がつない
   だ画家の夢」の見どころ
講 師： 東京都美術館 学芸員　 

大
おおはし

橋 菜
な つ こ

都子氏　 

参 加 者：190 名
参 加 費：無料
第4回
日 時： 令和８年２月 12 日（木） 

午後６時 30 分開演
会 場： 日本橋公会堂ホール「日

本橋劇場」
演　　題：  「スウェーデン絵画　北欧

       の光、 日常のかがやき」の         
見どころ

講 師： 東京都美術館 学芸員 　
中
な か え

江 花
か な

菜 氏
参 加 者：314 名
参 加 費：無料

（6）古典芸能鑑賞会の開催
中央区に深い関わりのある古典芸能を
広く鑑賞できる機会を提供することで、
伝統文化への理解と愛する心を育み、
その継承・普及を図りました。第 27
回古典芸能鑑賞会は、日本橋公会堂ホー
ル「日本橋劇場」改修工事後の「新装
日本橋劇場 開場記念公演」として行い
ました。
企画・制作は、「中央区古典芸能の会」
に委託しました。
日 時 ： 令和７年 11 月 1 日（土） 

午後５時開演
会 場  ： 日本橋公会堂ホール「日本

橋劇場」
内 容：一番太鼓　　　藤

とうしゃ

舎 清
きよゆき

之
　講話　日本橋の蔦屋重三郎そして歌麿

　　　　　伊
い と う

東 成
せいろう

郎
　舞踊　長唄　「操り三番叟」
  三番叟　　   花

はなやぎ

柳 壽
じゅすけ

輔
  後　見 　　  大

おおたに

谷 廣
ひろまつ

松
　落語　「代り目」 金

きんげんてい

原亭馬
ばしょう

生
舞踊　 弥次喜多・東海道中膝栗毛 in

中央区
  振　付　　   花

はなやぎ

柳 源
げんくろう

九郎
　　　　　　　　    　 花

はなやぎ

柳　ツル
　　出  演　弥次郎兵衛 花

はなやぎ

柳 寿
す み ぞ う

美藏
喜多八 尾

お の え

上 菊
きくゆき

透
もんじゃ屋女将 花

はなやぎ

柳 寿
と し か

華
芸者お京 藤

ふ じ ま

間 京
きょうのすけ

之助
芸者お白 　　 藤

ふ じ ま

間 眞
ま し ろ

白
女船頭お扶久 花

はなやぎ

柳美
み お ふ く

緒芙久
紅売りお蔦 藤

ふ じ ま

間 勘
かんつたみ

蔦美
町娘お蘭         　 坂

ばんどう

東 蘭
らんじゅ

寿
蝶々売り里吉　 花

はなやぎ

柳寿
す み ゆ り

美柚里
戦語り　尾

お の え

上 菊
きくのじょう

之丞
　案内役　神

か ん だ

田 阿
あ ぐ り

久鯉
入場者数：281 名 ( 花道使用 )
参 加 費： 2,000 円（中学生以下 

1,000 円）
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（7）文化推進事業助成
中央区内の文化活動を促進していくた
めに、区民等が取り組む文化活動等に
対し、その経費の一部を助成しました。
	（助成）
①文化創造・発信事業助成
助成金額： 当該事業の対象経費の９／

10 の 範 囲 内（ 上 限 200
万円）

助成件数：ア　 令和７年度助成件数（令
和６年度決定）：４件

　　　　　イ　 令和８年度助成予定件
数（令和７年度決定）：
３件

②文化団体活動助成
助成金額：	当該団体活動の対象経費の

１／２の範囲内（上限 40
万円）

助成件数：ア　 令和７年度助成件数（令
和６年度決定）：４件

　　　　　イ　 令和８年度助成予定件
数（令和７年度決定）：
２件

③文化推進事業助成
助成金額： 当該事業の対象経費の１／

２の範囲内（上限 10 万円）
助成件数：２件
（後援）
後援件数：11 件　
（8）中央区まるごとミュージアム
中央区は、名所・旧跡、画廊・美術館、
水辺など豊かな文化資源を有していま
す。その文化的な魅力を体験できる総
合的な文化イベントを、中央区と共催
で実施しました。
日 時：	令和７年 11 月９日（日） 

午前 10 時～午後４時
場 所：	中央区全域
実施結果：
  ●  バス乗車人数（区内巡回用都営バス

借り上げ。江戸バス。いずれも無料） 
 合計 3,101 名    
  ●  乗船人数（日本橋周遊、明石町水

辺ライン周遊及び日本橋～晴海の３
コース。無料）　 

 合計 1,825 名
  ●   イベント事業数 48 事業及び 3 協賛

事業
  ●   イベント参加人数 延 51,000 名
（9）文化振興プロデュースチーム
「中央区文化振興プラン」（平成 20 年
３月中央区文化振興懇談会提言）に基
づき、区民等（企業、NPO を含む）
の自主的な文化活動の推進・拡大を図
るため、中央区と協会が協力して専門
家等で構成するプロデュースチームを
平成 20 年度から運営しています。

令和７年度は、区や協会が行う文化事
業について意見をいただくとともに、
まるごとミュージアムの事業者連絡会
に出席するなど、区内の文化事業の推
進に関わっていただきました。

Ⅱ　国際交流振興事業
（1）国際交流のつどい
外国人と日本人との交流を推進するた
め、ボランティアが主体となって日本
の伝統文化等の紹介や外国文化にも触
れられる交流イベントを開催しました。
日 時  ： 令和７年 11 月 15 日（土）
 正午～午後４時
会 場  ：築地社会教育会館
内 容： ○  伝統文化体験コーナー（着

付け、茶道、華道、水引
細工、折り紙 他）

       ○  国際交流サロン（三味線、
凧作り）

       ○  防災コーナー等（防災用品
紹介及びパネル展示）

参加者数： 445 名 ( ボランティア等
含む )

参 加 費：無料 ( 自由参加制 )

（2）国際交流サロン
在住・在勤・在学の外国人と日本人が、
日本の文化等をテーマにしながら交流
を深められる場となる「国際交流サロ
ン」を、11 月を除く毎月開催しました。
会 場： 男女平等センター「ブーケ

21」他
内 容：  国際交流サロンボランティ

アが協会と協力しながら企
画・運営しました。
４月：浜離宮恩賜庭園　春
の庭園散策、５月：海苔の
魅力を知ろう！、６月：和
菓子づくり、７月：茶道体
験、８月：盆踊りを踊って
みよう！、９月：みんなで楽
し も う !!! New Sports! 、
1 0 月：A u t u m n  T e a 
Party! 、12 月：「生け花」
を学ぶ、１月：～みんなで 
つくる安全安心なまち～ こ
んなときどうする？、２月：
歌舞伎を音で盛り上げる　
附け打ちを学ぼう！、３月：
防災訓練

実施回数：11 回
参加者数： 外国人 延 97 名、日本人

延 89 名、ボランティアス
タッフ 延 90 名

参 加 費 ：無料〈事前申込制〉

（3）日本語教室
日本語でのコミュニケーションが困難な
外国人等（区内在住、在勤、在学。以下「学
習者」と称します。）を対象に、ボランティ
ア（以下「日本語ボランティア」と称し
ます。）による日本語教室を通年で開催
しました（協会主催教室）。
協会主催教室以外にも、日本語ボラン
ティアが協会と協力し、自主的に立ち
上げた教室が区内各所で活動しています

（協会が支援する日本語教室）。
いずれの教室も、日本語ボランティアが
主となり、学びの場であるとともに、指
導者と学習者との温かな交流の場とも
なっております。
ボランティア主催教室に対しては、助成
金の交付や後援名義の使用、学習者紹
介等の支援を行っています。

（4）日本語指導者養成講座
近年、外国人区民等の日本語教室受講
希望者が増加傾向にあることを踏まえ、
各教室活動を支援するため、日本語ボ
ランティアを養成する協会独自の日本
語指導者養成講座を開催しました。
期 間   ：令和７年５月～９月 ２２回（４４
                  時間）
会 場：新富区民館
講 師   ：明海大学外国語学部日本語学科
 准教授　西

にしかわ

川 寛
ひろゆき

之氏
修了者数：25 名
参 加 費：無料
（5）日本語ステップアップ講座
各教室で活動する日本語指導者の指導
技法のレベルアップを図るため、ステッ
プアップ講座を開催しました。
期 間： 令和７年９月～令和８年３

月　５回（13 時間 30 分）
会 場：新富区民館
講 師：明海大学外国語学部日本語学科 

准教授　西
にしかわ

川 寛
ひろゆき

之氏
 　 公益社団法人　国際日本語

普及協会へ講師派遣を委託
受講者数：延 118 名
参 加 費：無料
（6）ボランティア活動支援
日本語指導者をはじめとする各種ボラン
ティアの登録を受け付けています。また、
中央区からの要請を受け、区事業に対し
協会登録の通訳ボランティアを派遣しま
した。
さらに、登録ボランティアの活動強化と
ボランティア同士、あるいは協会との連
携強化を図るため、ボランティア研修会
を開催しました。
①	ボランティアの種類及び登録者数（令
和７年３月末日現在）

登録者数：364 名（実人員。次の各区
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分では複数登録あり）
  ●  通訳・翻訳ボランティア：106 名
  ●  防災語学ボランティア：61 名　
  ●  イベントスタッフボランティア：197 名
  ●  日本語ボランティア：225 名
  ●  国際交流サロンボランティア：12 名
②ボランティアの派遣・活動
通訳・翻訳ボランティア
延 10 名（国際交流サロンおよび晴海西
小・中学校における防災拠点訓練等の通
訳）
イベントスタッフボランティア
延２名（国際交流サロンにおけるイベ
ント講師）
③ボランティア研修会
第1回
日 時：	令和７年11月27日（木）

午 後 ６ 時 45 分 ～ ８ 時
30 分

会 場： 本の森ちゅうおう　多目
的ホール

演 	 題：	もっと伝わる！「やさしい日
本語」実践編

講 師：	NHK ラジオ「やさしい
ことばニュース」アドバ
イザー　山

や ま や

屋 頼
よ り こ

子氏
参加者数：29 名
参	加	費：無料
第２回
日 時：	令和８年３月 24 日（火）

午 後 ６ 時 45 分 ～ ８ 時
30 分

会 場：	本の森ちゅうおう　多目的
ホール

演 	 題：	ボランティア活動をもっ

と楽しむために　　　　
～「聴く力」が生きるコ
ミュニケーションを目指
して～

講 師：	神奈川大学 / 白梅学園大
学 非常勤講師　　　　　
妻
め が

鹿　ふみ子氏
参加者数：22 名
参	加	費：無料

（7）姉妹都市親善写真展
姉妹都市サザランド市と中央区との一
層の親善を深めるため、本区や市の生
活や風景、行事等を紹介する写真を相
互に交換し、写真展を開催しました。
実施期間：	令和８年１月２５日（日）～１

月３０日（金）
 　区役所本庁舎１階ロビー
  　令和８年１月 31 日（土）～

　２月６日（金）
 　 日本橋区民センター１階ロビー
 　 令和８年２月１１日（水）～

１３日（金）
 　 月島区民センター１階ロビー
 　※ 月島区民センター展示期

間の２月７日（土）から
２月 10 日（火）の間、

衆議院議員選挙との兼ね
合いで展示できず。

 　 令和８年２月１４日（土）～
２０日（金）

  　 晴海区民センター１階ロビー
（8）国際交流推進事業助成
協会の目的である国際交流を振興する
ため、区民が主体となって行う国際交
流事業に対して、事業の実施に要する
経費の一部を助成及び後援をしていま
す。
助成金額：	当該事業の対象経費の１／

２の範囲内（上限 10 万円）
助成及び後援件数：0 件

＜収入＞
科目 決算額（円） 説明

事 業 収 入 2,170,500 古典芸能鑑賞会、コンサート事業収入等
区 補 助 金 130,227,000 中央区からの補助金
寄 付 金 0
雑 入 84,021 預金利子等
収 入 合 計 132,481,521

＜支出＞
科目 決算額（円） 説明

事業費 77,050,180

　文化振興費 72,051,443

機関誌の発行、コンサート、文
化講座、特別文化講演会、古典
芸能鑑賞会、文化推進事業助成、
中央区まるごとミュージアム、
文化振興プロデュースチーム

国際交流

　振興費
4,998,737

国際交流のつどい、国際交流サ
ロン、日本語教室、日本語指導
者養成講座、日本語ステップ
アップ講座、ボランティア活動
支援、姉妹都市親善写真展

管理費 47,920,858
　人件費 44,270,153 職員の給与
　管理運営費 3,650,705 理事会、事務費等
予備費 0
合計 124,971,038
区返還金 7,510,483 中央区補助金の精算返納
支出合計 132,481,521

令和7年度決算

協会主催の日本語教室

①CCIEA水曜日教室　
日 時 毎月第１・第２・第３水曜日 ( ８月を除く )　午後 6 時 30 分～

8 時
会 場  男女平等センター「ブーケ２１」
実 施 回 数 32 回
参 加 者 数 外国人　 延 305 名、ボランティア　延 264 名 
②CCIEA木曜日教室　
日 時 毎月第１・第２・第３木曜日 ( ８月を除く )　午前 10 時～ 11

時 45 分
会 場 新富区民館
実 施 回 数 31 回
参 加 者 数  外国人　 延 532 名、ボランティア　延 465 名

③CCIEA土曜日教室　
日 時  毎月第 2・第 3・第 4 土曜日 ( ８月は第２・第３土曜日を除く )

午前 10 時～ 11 時 45 分
会 場 新富区民館
実 施 回 数 32 回
参 加 者 数  外国人　延 612 名、ボランティア　延 496 名

協会が支援する日本語教室

①ワールドフレンズ日曜にほんごクラブ　
日 時  毎週日曜日　午前 10 時～ 11 時 30 分
会 場 日本橋社会教育会館
実 施 回 数 45 回
参 加 者 数  外国人　延 643 名、ボランティア　延 323 名

②日本語おたすけたい　
日 時  月曜日（月 3 回）　午後 7 時～ 8 時 30 分
会 場  日本橋社会教育会館
実 施 回 数 32 回
参 加 者 数  外国人　延 294 名、ボランティア　延 271 名
③月島日本語倶楽部　
※ティータイムを中止したため、午前１０時～ 11 時 30 分に短縮。
日 時  毎週火曜日 ( ８月を除く )　午前 10 時～ 11 時 50 分
会 場  月島社会教育会館
実 施 回 数 40 回
参 加 者 数  外国人　延 197 名、ボランティア　延 207 名
④日本語コミュニケーション・パートナー　
日 時  火曜日 ( 月３回 )　午後 7 時～ 8 時 30 分
会 場  新富区民館および男女平等センター「ブーケ２１」
実 施 回 数 36 回
参 加 者 数  外国人　延 203 名、ボランティア　延 231 名
⑤銀座日本語教室　
日 時  毎月第 1・第 2・第 3 水曜日 ( ８月を除く )
 午前 10 時～ 11 時 30 分
会 場  築地社会教育会館
実 施 回 数 33 回
参 加 者 数  外国人　延 320 名、ボランティア　延 344 名
⑥にこにこ日本語　
日 時  木曜日 ( 月３回 )( ８月を除く )　午後 7 時～ 8 時 30 分
会 場  佃区民館
実 施 回 数 33 回
参 加 者 数  外国人　延 898 名、ボランティア　延 378 名
⑦ＣＮＣ月島
日 時  毎月第１・第２・第３金曜日（８月を除く）午前１０時～１１時４５分
会 場 月島区民館
実 施 回 数 30 回
参 加 者 数  外国人　延 655 名、ボランティア　延 297 名
⑧にほんご生活　
※オンラインと対面学習を併用して活動
日 時  毎週土曜日　午後 2 時～ 3 時 30 分
会 場 築地教会別棟
実 施 回 数 46 回
参 加 者 数  外国人　延 428 名、ボランティア　延 222 名

及び会場
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令和8年度の事業計画と予算 文化振興事業を紹介します

令和8年度の事業計画と予算の概要をお知らせします。
事業内容の詳細は決まり次第、協会のホームページや
区のおしらせに掲載してまいります。

令 和 8 年 度 事 業 計 画

Ⅰ 　 文 化 振 興 事 業

1　機関誌発行・ホームページの管理運営

「中央区文化・国際交流振興協会だより」を定期的
に発行するとともに、スマートフォンでも見られる
協会ホームページを活用して、協会の事業紹介や最
新のイベント情報をお知らせいたします。
機関誌
部 数：5,500 部　A4判
発行回数：年 2回発行（7月─ 85 号　3月─ 86 号）
ホームページ
URL：https://www.chuo-ci.jp/

2　芸術・文化の普及

（1）コンサート
親しみやすい音楽鑑賞の機会を提供し、区民の文化
活動の推進を図ります。
開催予定：�令和 8 年 9 月 11 日（金）午後 6 時 30

分開演
会 場：�日本橋公会堂ホール「日本橋劇場」
内 容：�尾崎裕哉with 宮本貴奈　邂逅の調べ
出 演 者：�尾崎裕哉、宮本貴奈
参 加 費：�2,000 円
定 員：380 名（予定）

（2）文化講座
中央区にゆかりのある文化や芸術、歴史等をテーマ
に専門家による連続講座を開催し、理解を深めると
ともに、区民の文化意識の向上を図ります。
開催予定：�令和８年 10月６日、13日、20日（火）　

全 3回
会 場：�本の森ちゅうおう　多目的ホール
内 容：�活字からひろがる世界－中央区に息づ

く印刷文化を学ぶ
講 師：�ミズノプリンティングミュージアム　　

館長　水
み ず の

野　雅
ま さ お

生氏　　　　　　　　
大日本印刷株式会社 /市谷の杜 　　　
本と活字館　佐

さ さ き

々木　愛
あい

氏　　　　　
有限会社嘉

か ず い

瑞工房　　　　　　　　　
代表取締役　髙

たかおか

岡　昌
まさお

生氏
参 加 費：�無　料
定 員：�80 名（予定）

（3）特別文化講演会
美術館・博物館で開催される展覧会に関連した講演

会を、NHKとの共催により年 3回程度開催し、区
民の文化意識の向上を図ります。
なお、聴講した各受講者には、NHKから展覧会の
入場券（1枚）が贈呈されます。
開催日時、会場等　未定

（4）古典芸能鑑賞会
中央区に深い関わりをもつ古典芸能を鑑賞する機会
を提供し、伝統文化に対する愛着心を育むとともに、
その継承・普及を図ります。企画・制作は、中央区
を中心に活動する古典芸能実演家で構成する「中央
区古典芸能の会」に委託しています。
開催日時：�令和 8年 6月 6日（土）午後 5時開演
会 場：��日本橋公会堂ホール「日本橋劇場」
内 容：�講和「日本橋界隈　江戸の人物こぼれ

話～龍馬、土方歳三、そして蔦重余話
～」、演奏「一中節　廓の寿」、落語「幇
間腹」、舞踊「清元祝い」

参 加 費：�2,000 円（中学生以下は 1,000 円）
定 員：�380 名

（5）文化推進事業助成
中央区内の文化活動を一層振興していくため、区民
等による文化活動等に対しその経費の一部を助成す
るとともに、後援を行います。
①文化創造・発信事業助成
助成金額：�当該事業の対象経費の9/10の範囲内（上

限 200 万円）
②文化団体活動助成
助成金額：�当該団体活動の対象経費の 1/2 の範囲

内（上限 40 万円）
③文化推進事業助成
助成金額：�当該事業の対象経費の 1/2 の範囲内（上

限 10 万円）

（6）中央区まるごとミュージアム
区民や来街者が区内各所で行われるさまざまな文化
事業を体験できる総合的な文化イベントを中央区と
共催で開催します。（19 回目）
開催予定：令和 8年 11 月 15 日（日）
会 場：�中央区全域

（7）文化振興プロデュースチーム
「中央区文化振興プラン」の提言（平成 20 年度 3月）
に基づき、区民（企業、NPO等を含む）の自主的
な文化活動の推進・拡大を図るため、中央区と協会
が協力して文化の専門家等からなるプロデュース
チームを設置しています。今後も、区内の文化事業
のさらなる充実・発展に資するため、適宜助言をい
ただいてまいります。
構 成 員：�6 名（検討項目によって委員を追加し

ます。）
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国際交流事業を紹介します

Ⅱ 　 国 際 交 流 振 興 事 業

（1）国際交流のつどい
外国人と日本人との交流を推進するため、日本の伝
統文化等を紹介するとともに、外国文化にも触れら
れる交流イベントを開催します。
開催予定：令和8年 11月7日（土）正午〜午後4時
会 場：�築地社会教育会館
内 容：�伝統文化体験コーナー、踊りのコーナー、

防災コーナー等

(1) INTERNATIONAL EXCHANGE PARTY
To promote cultural exchange and deepen mutual 
understanding between Japanese and non-Japanese 
people, CCIEA organizes exchange events that introduce 
Traditional Japanese Culture while also providing 
opportunities to experience other cultures.
Date & Time: Sat., November 7, 2026   12:00 – 16:00
Place: Tsukiji Social Education Center
Events: �Experiences of Traditional Japanese Culture, Dance 

Experiences, Disaster Preparedness

（2）国際交流サロン
区内在住・在勤・在学の外国人と日本人が、日本の
文化等を体験できるイベントを通じて交流を楽しめ
る場を提供します。
開催予定：�毎月1回（年 11 回）原則として土曜日の

午後
会 場：�男女平等センター「ブーケ 21」ほか
内 容：�だし、和菓子、茶道、盆踊り、防災訓

練等

(2) INTERNATIONAL EXCHANGE SALON
With the help of International Exchange Salon Volunteers, 
CCIEA holds various events on cultural experiences 
where both Japanese and non-Japanese people who live, 
work or study in Chuo City can interact freely and enjoy 
cultural exchanges. 
Schedule:  �Once a month (11 times a year),  generally, 

Saturday afternoons.
Place: Gender Equality Center, “Bouquet 21” etc.
Events: �Dashi, Japanese Sweets, Tea Ceremony, Bon Dance, 

Emergency Drill, etc.

（3）日本語教室
日本語でのコミュニケーションが困難な区内在住・
在勤・在学の外国人等（以下「学習者」という。）
を対象に、ボランティアが日本語を指導する（以下
「日本語ボランティア」という。）協会主催の教室を
運営します。
このほか、年々増え続ける教室参加希望者やその多
様化に対応するため、日本語ボランティアが主催す
る各教室に対して、運営に要する経費の助成や後援
名義の使用、学習者紹介等の支援を行っています。

［協会主催の日本語教室］
教室 ①水曜日教室 ②木曜日教室 ③土曜日教室

開催
予定

毎月第1・2・3水曜日
（８月を除く）  

毎月第1・2・3木曜日
（８月を除く）  

毎月第2・3・4土曜日
（８月を除く）

午後6時30分〜8時 午前10時〜11時45分 午前10時〜11時45分

会場 男女平等センター
「ブーケ21」 新富区民館 新富区民館

［協会が支援する日本語教室］

教室 ①ワールドフレンズ　
日曜にほんごクラブ

②日本語
おたすけたい ③月島日本語倶楽部

開催
予定

毎週日曜日 月曜日（月3回） 毎週火曜日
午前10時～11時 30 分 午後7時～8時30 分 午前10時～11時 50分

会場 日本橋社会教育会館 日本橋社会教育会館 月島社会教育会館

教室 ④日本語コミュニケーション・
パートナー ⑤銀座日本語教室 ⑥にこにこ日本語

開催
予定

火曜日（月3回） 毎月第1・2・3水曜日
（８月を除く）

木曜日（月３回）
（８月を除く）

午後7時～8時30 分 午前10時～11時30分 午後7時～8時30 分 

会場 男女平等センター「ブー
ケ２１」 築地社会教育会館 佃区民館、月島区民館

教室 ⑦CNC月島 ⑧にほんご生活

開催
予定

毎月第1・2・3金曜日
（８月を除く）   毎週土曜日

午前10時〜11時45分 午後2時～3時30分 
会場 月島区民館 築地教会　別棟

(3) JAPANESE LANGUAGE CLASSES
CCIEA hosts Japanese Language Classes taught by volunteer 
teachers. It also sponsors additional classes which are hosted 
by volunteers themselves to accommodate the increasing 
number of participants and diversifying needs.

I  Japanese Classes that we host:
Class ①Wednesday Class ② Thursday Class ③ Saturday Class

Schedule
The 1st, 2nd & 3rd 

Wednesdays
 (Except August)

The 1st, 2nd & 3rd 
Thursdays

(Except August)

The 2nd, 3rd & 4th 
Saturdays

(Except August)
Time 18:30~20:00 10:00~11:45 10:00~11:45

Place Gender Equality Center  
“Bouquet 21”

Shintomi Community 
Hall

 Shintomi Community 
Hall

Fee About ¥2,500 (no fee for the lesson, only for the textbook)

II  Other Japanese Classes that we sponsor:

Class  ① World Friends Sunday 
Japanese Club

② Nihongo 
Otasuketai

③ Tsukishima 
Nihongo Club

Schedule Every Sunday Monday
 (3 times per month) Every Tuesday

Time 10:00~11:30 19:00~20:30 10:00~11:50

Place Nihonbashi Social
Education Center

Nihonbashi Social
Education Center

Tsukishima Social
Education Center

Class  
④Partners 

of NIHONGO 
Communication

⑤Ginza Japanese 
Language Class

⑥NIKO NIKO 
NIHONGO

Schedule Tuesday
 (3 times per month)

The 1st, 2nd & 3rd 
Wednesdays 

(Except August)

Thursday
  (3 times per month)

(Except August)
Time 19:00~20:30 10:00~11:30 19:00~20:30

Place Gender Equality Center  
“Bouquet 21”

Tsukiji Social 
Education Center

Tsukuda Community 
Hall,Tsukishima 
Community Hall
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予算を紹介します

Class  ⑦CNC Tsukishima ⑧Nihongo Seikatsu

Schedule
The 1st, 2nd & 3rd 

Fridays 
(Except August)

Every Saturday

Time 10:00~11:45 14:00~15:30

Place Tsukishima 
Community Hall Tsukiji Church Annex

Fee Fees differ depending on the class.

（4）日本語指導者養成講座
日本語教室受講希望者の増加に対応するとともに、協
会やボランティアが主催する教室活動を充実させるた
め、日本語ボランティアを養成する協会独自の日本語
指導者養成講座を開催します。
開催期間：�令和 8年 5月〜 9月、　全 44 時間
講 師：�明海大学外国語学部　教授　西川　寛之氏
受講者数：35 名

（5）日本語ステップアップ講座
各教室で活動する日本語ボランティアの学習意欲に対
応するとともに、指導力・技法のレベルアップを図り
ます。また、直近の養成講座を修了した新人ボランティ
ア向けのフォローアップ講座も開催します。
開催予定：14 時間

（6）ボランティア活動支援
協会登録ボランティアの資質向上と活動支援のため、
研修会を開催します。
また、中央区から区の事業等に協力の依頼があったと
き、協会登録のボランティアを派遣します。
ボランティアの種類
①通訳・翻訳ボランティア
②防災語学ボランティア
③イベントスタッフボランティア
④日本語ボランティア
⑤国際交流サロンボランティア
ボランティア研修会
開催予定：年間　2回

（7）姉妹都市親善写真展
中央区と姉妹都市であるオーストラリア・サザランド
市との親善を一層深めるため、お互いの生活や風景、
行事等を紹介する写真を交換し、写真展を開催します。
開催予定：令和 9年 1月〜 2月
会 場：�4 箇所で展示（区役所、日本橋区民セン

ター、月島区民センター、晴海区民セン
ター各 1階）

（8）国際交流推進事業助成
協会の目的である国際交流を振興するため、区民が主
体となって行う国際交流事業に対して事業の実施に要
する経費の一部を助成するとともに後援を行います。

助成金額：�当該事業の対象経費の 1/2 の範囲内（上
限 10 万円）

令 和 8 年 度 予 算

＜収入＞
科　目 予算額（円） 説　明

事業収入 1,525,000 コンサート、古典芸能鑑賞会参加費等

区補助金 138,516,000 区からの補助金

寄付金 1,000

雑入 1,000 預金利子

収入合計 140,043,000

＜支出＞	 	
科　目 予算額（円） 説　明

事業費 85,559,000

　文化振興費 78,827,000 文化振興事業に要する経費

　国際交流振興費 6,732,000 国際交流振興事業に要する経費

管理費 53,984,000

　人件費 49,587,000 職員の給与に関する経費

　管理運営費 4,397,000 理事会、事務費等

予備費 500,000

支出合計 140,043,000

中央区文化・国際交流振興協会役員名簿
（令和8年7月8日現在）

理事長	 三田　芳裕	 中央区観光協会副会長
副理事長	 田中　智彦	 中央区副区長
理事	 秋元　一孝	 東京商工会議所中央支部副会長
〃	 柴川　　賢	 中央区商店街連合会会長
〃	 荒川　治彦	 中央区工業団体連合会会長
〃	 増田　卓也　東京日本橋東ロータリークラブ元会長
〃	 石田　善計	 東京銀座ライオンズクラブ元会長
〃	 櫻井　　栄	 京橋地域町会連合会会長
〃	 今野　克彦	 日本橋地域町会連合会会長
〃	 宮田　和夫	 月島地域町会連合会会長
〃	 石本　正幸	 中央区文化連盟連絡協議会会長
〃	 木本　慎一	 中央区スポーツ協会理事長
〃	 長島　広隆	 中央区ＰＴＡ連合会会長
〃	 光造　健太	 東京青年会議所中央区委員会委員長
〃	 濱田　　徹	 中央区区民部長
〃	 北澤千恵子	 中央区教育委員会事務局次長
監事	 竹沢えり子	 中央区まちかど展示館運営協議会会長
〃	 伊藤　孝志	 中央区会計管理者
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「ひと　粋・活き」では、今回、安永年間（1772 年～）創業の「大
野屋總本店」で足袋づくりを受け継ぐ 7 代目店主・福島茂雄さん
にお話を伺いました。大野屋總本店は、「足袋の博物館」として
も親しまれており、中央区が誇る文化資源を紹介する「中央区ま
ちかど展示館」の一つであります。店舗では御蔵島産の希少な桑
材を用いた指物師作の展示ケースに、歌舞伎をはじめ、狂言や雅
楽などで使用される足袋が展示されています。

東京都美術館開館 100 周年記念「スウェーデン絵画 北欧の光、日常のかがやき」に関連し、
NHKとの共催による文化講演会を開催しました。講演会では、スウェーデン美術黄金期を代表
する作品の魅力や展覧会の見どころを紹介。自然や人々の日常を温かなまなざしで描いた絵画
を通して、北欧ならではの豊かな感性に触れる機会となりました。

表  紙
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お一人ずつ採寸して作った型を保管して
います。その時の芝居の役にあわせて
足袋の色を変えたり、採寸し直したりしま
す。体重の増減や鍛え方によっても足は
変わります。実際にみてみないとわかりま
せんから、楽屋にもお邪魔します。
時代とともに、昔のような品質の生地が
手に入らなかったり、染めができなかった
り、道具を作る職人さんがいなくなったり。
状況は変化していますが、私たちは変わ
ることなく、一つひとつ手を抜かず丁寧
にいいものを作る、お客様に満足いただ
ける商品作りを続けることが信条です。

7 代目としての思いは？
私は大学卒業後、アメリカでMBA（経
営学修士）を取り、日本の商社に就
職して船舶や飛行機を扱う仕事をし
ていました。時はバブル期、猛烈な
忙しさでした。27 歳の時、足袋を作
り伝統文化を支えながら、趣味を楽し
み生きている親父の姿を見て、会社を
辞め、家に入ることを決めました。
近年はお茶やお花を嗜む海外の方など

も足袋を買いにいらっしゃいま
す。もっと着物を着る機会が
増え、足袋を履く人が増えてく
れたら嬉しいですね。和装は日
本の大切な文化。ぜひ今後は学
校教育にも取り入れてほしいと思っ
ています。

中央区役所から程近い新富橋の袂に店
を構える「大野屋總本店」は、足袋
と和装雑貨を扱う老舗。趣ある木造建
築は、国登録有形文化財にも指定され
ています。店の歴史や足袋について、
7代目・福島茂雄さんに伺いました。

お店の歴史を教えてください。
初代・美代吉が信州から江戸へ出て、
三田で創業したのが安永年間（1772
～）。新富町へは1849 年（嘉永 2年）
にやってきました。その後 1872 年（明
治 3年）に、江戸三座のひとつ「新富座」
ができ、花街としても賑わいます。大正
時代はまだまだ日常的に足袋を履く人が
多く、町に一軒、足袋屋さんがあったそ
うです。そんな中「舞えば足もと、語れ
ば目もと、足袋は大野屋�新富形」という
都々逸（どどいつ）を掲げ、足幅を細く
美しく見せる「新富形」という足袋を
考案して売り出したのが、5代目・福
太郎。私の祖父です。新富形は、
今でも多くの歌舞伎役者や舞踊家
の方 に々ご愛用いただいています。
足袋屋にも専門分野があり、うちは
踊りや芝居が中心。都内に
は相撲や能の足袋の老
舗などもありました。

足袋はどうやって作るの
ですか？
木型に合わせて、一つひとつ
手作業で作っていきます。２
階が作業場で、職人たちが
ミシンを踏み、分業して　
一足を仕上げていきます。
歌舞伎役者さんの足袋
はオーダーメイドなので、
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中央区
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●足袋の博物館
中央区新富2-2-1
03-3551-0896
https://www.oonoyasohonten.jp/
月～金曜日（祝日・年末年始等を除く）
9:00 ～ 17:00
新富町駅 2番出口 徒歩 3分
●中央区まちかど展示館ウェブサイト
https://www.chuoku-machikadotenjikan.jp/
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シリーズで、文化振興・国際交流の推進に活躍している方や団体をご紹介します。

木型に合わせて、一つひとつ
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階が作業場で、職人たちが

も足袋を買いにいらっしゃいま足袋屋にも専門分野があり、うちは
踊りや芝居が中心。都内に

本の大切な文化。ぜひ今後は学
校教育にも取り入れてほしいと思っ
ています。
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雄さん
7 代目店主。学生時代からヨットに熱中し世界
選手権にも出場。現在、青山学院大学体育
会ヨット部監督。
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